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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
阿
南
安
芸

自
動
車
道
（
地
域
高
規
格
道
路
）
の
一

部
で
あ
り
、
四
国
横
断
自
動
車
道
と
連

絡
す
る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。
早
期

の
工
事
着
手
に
向
け
、
調
査
設
計
お
よ

び
用
地
買
収
を
推
進
し
ま
す
。

　

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
は
、
高
規
格
幹
線

道
路
の
空
白
地
帯
を
補
完
し
、
四
国
８
の
字

阿
南
安
芸
自
動
車
道

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
の
整
備

「
安
心
」
と
「
活
力
」
を
支
え
る

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備一般国道自動車専用道

徳島
徳島東
津田

桑野

小野

美波

牟岐

野根

海陽

小松島

鳴門

阿南

安芸

成
完
期
早

化
業
事
期
早

神戸淡路鳴門自動車道

四国縦貫自動車道

道
車
動
自
断
横
国
四

日和佐道路

路
道
野
桑

路
道
井
福

路
道
部
海

進
促
備
整

供用区間

有料道路区間

新直轄区間

事業箇所

未事業化区間

供用区間

高速自動車国道

地域高規格道路

特に緊急性の
高い区間
〈H27～都市計画・環境
アセスメントを進めるた
めの調査〉

間
区
化
業
事
未

阿南安芸自動車道

四国横断自動車道

開通見通し未公表

平成31年度開通予定

平成32年度開通予定

高速道路ネットワークは、災害発生時における地域
の孤立化を防ぎ、迅速な救急・救援活動を支えると
ともに、地域経済・産業の活性化に資する重要な社
会資本です。地域の安心、活力の両面を支える「四
国８の字ネットワーク」の一部として、四国横断自
動車道（阿南～徳島東）や阿南安芸自動車道桑野道
路・福井道路の整備が進められています。また、第
１次緊急輸送道路の一般国道55号阿南道路におい
て、那賀川大橋付近の４車線化等が進められています。

道路
四
国
横
断
自
動
車
道

（
阿
南
～
徳
島
東
）の
整
備

　

四
国
横
断
自
動
車
道
阿
南
～
徳
島
東

は
、
西
日
本
高
速
道
路
㈱
が
事
業
中
の
徳

島
自
動
車
道
徳
島
東
Ｉ
Ｃ
～
徳
島
Ｊ
Ｔ
Ｃ

間
と
接
続
す
る
こ
と
で
、
既
に
開
通
済
み

の
徳
島
自
動
車

道
や
高
松
自
動

車
道
と
連
結

し
、
高
規
格
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
と
災
害
時

の
代
替
路
と
し

て
の
役
割
を
担

う
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
で

す
。

羽ノ浦町岩脇付近工事のようす

市民の皆さまが生き生きと輝き、安全で安心して暮らすことができる「住みよいまち」の実現
のためには、高速道路ネットワークをはじめ河川の治水・利水、農業用水の確保、地域医療の
確立など社会資本の整備が欠かせません。本市は住みよいまちを構築するため、近隣自治体や
各種団体とともに、国や県に積極的に社会資本整備の要望活動を行い、各種事業を推進してい
ます。事業の進捗状況や要望活動の成果をご報告します。

～社会資本の整備を推進～

住みよいまちの
実現に向けて

特集
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国
道
55
号
阿
南
道
路
の
整
備

那賀川町中島付近工事のようす

特集 住みよいまちの実現に向けて

　

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路

は
、
小
松
島
市
か
ら
阿
南
市

に
お
け
る
交
通
渋
滞
の
緩
和

や
交
通
安
全
の
確
保
を
目
的

と
す
る
事
業
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
平
成
31

年
度
の
那
賀
川
町
中
島
か
ら

西
路
見
町
江
川
間
の
４
車
線

化
の
完
成
に
向
け
て
、
橋
梁

工
事
や
改
良
工
事
を
推
進
し

ま
す
。

国道55号阿南道路　那賀川大橋付近４車線化完成イメージ図

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
自
然

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
基
幹
道
路
が
寸
断
す

る
な
ど
、
地
域
の
孤
立
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
時
は
地
方
創
生
の
礎
と
な
り
、
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
「
活
力

の
道
」
と
し
て
、

災
害
時
に
は
緊
急

輸
送
道
路
の
機
能

を
有
す
る
「
命
の

道
」
と
し
て
、
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
高

速
道
路
や
河
川
整

備
な
ど
国
が
行
う
直
轄
事
業
の
推
進
を
図
る
た

め
、
阿
南
商
工
会
議
所
を
中
心
に
各
種
団
体
等

で
組
織
し
た
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
」
お
よ
び
「
那
賀
川
渇
水
対
策

協
議
会
」
と
連
携
し
、
国
土
交
通
省
四
国
整
備
局

や
徳
島
県
、
さ
ら
に
は
中
央
省
庁
（
財
務
省
・
国

土
交
通
省
）
や
国
会
議
員
の
方
々
に
対
し
て
積
極

的
に
要
望
活
動
を
行
い
、
毎
年
、
着
実
に
必
要
な

予
算
確
保
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
の
中
、事
業
予
算
を
確
保

　

厳
し
い
国
の
財
政
事
情
（
平
成
29
年
度
政
府
予

算
は
約
97
兆
円
）
に
よ
り
、
公
共
事
業
費
は
減
少

を
続
け
、
今
年
度
予
算
は
約
６
兆
円
と
、
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
平
成
９
年
度
の
約
６
割
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
今
年
度
の
県
南
地
域
の
道
路
関

係
事
業
予
算
は
、
事
業
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要

な
費
用
と
し
て
、
平
成
21
年
度
の
約
３
・
５
倍
に

あ
た
る
約
１
１
５
億
円
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
①
）
ま
た
、
今
年
度
の
那
賀
川
流
域
の
河
川

事
業
予
算
は
、
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
の
予
算

が
確
保
さ
れ
、
平
成
21
年
度
の
約
７
倍
の
約
84
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
②
）

国土交通大臣へ要望

高速道路の無い地域の生の声を伝えるため、
また那賀川流域の安全安心を担保するための要望活動

徳島県南部地区関係予算の推移
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（百万円）
14,000

四国横断自動車道 桑野道路 福井道路
阿南道路 日和佐道路 牟岐バイパス

3,271

11,464
約3.5倍

図①【道路事業】
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（百万円）
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長安口ダム改造 深瀬地区築堤 加茂地区築堤
楠根・吉井地区河道掘削 河口部地震・津波対策

1,150

8,359

約７倍

図②【河川事業】

※H27で、「地震津波対策事業（全国防災枠）」制度が終了している。
※注　道路、河川ともグラフに示した予算は当初予算、補正予算等は含まれていない。
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来るべき南海トラフ巨大地震等に備え、東日本大
震災を教訓として、那賀川および派川那賀川（桑
野川）の河口部において、堤防嵩上げや液状化対
策等が進められています。また、台風や近年多発
傾向にあるゲリラ豪雨等による洪水、浸水に備え、
長安口ダム改造事業や加茂地区における築堤事業
（那賀川床上浸水対策特別緊急事業）のほか、河
道の掘削、堤防の安全性を高める対策などが進め
られています。（画像提供：国土交通省）

河川那
賀
川
流
域
の
安
全
・
安
心

を
め
ざ
し
て

　

那
賀
川
水
系
の
河
川
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

「
安
全
で
安
心
で
き
る
那
賀
川
水
系
の
未
来
が

拓
け
る
川
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
関
係
機

関
や
流
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
・
連
携
を
図

り
つ
つ
、
治
水
・
利
水
・
環
境
に
関
わ
る
施
策

を
総
合
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
28
年

11
月
に
整
備
内
容
を
追
加
変
更
し
た
「
那
賀
川

水
系
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

那
賀
川
水
系
で
は
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
堤
防
の
整
備
・
補
強
、
河

川
の
維
持
管
理
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
に
よ
り
洪

水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
対
策
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策

と
し
て
河
口
部
の
堤
防
な
ど
の
耐
震
・
液
状
化

対
策
に
対
し
て
も
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
液
状
化
に
よ
る

堤
防
の
沈
下
や
津
波

に
よ
る
浸
水
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、

那
賀
川
・
桑
野
川
に

お
い
て
、
堤
防
の
液

状
化
対
策
、
嵩
上
げ

な
ど
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
地
震
・
津
波
対

策
事
業
」
の
対
策
必

要
延
長
11
・
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

那
賀
川
お
よ
び
桑
野

川
の
延
長
計
約
９
・

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

対
策
が
、
平
成
28
年

度
末
ま
で
に
完
成
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、

引
き
続
き
、
堤
防
の

液
状
化
対
策
、
堤
防

の
嵩
上
げ
な
ど
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

堤防の嵩上げ 堤防地盤の液状化対策

那
賀
川
、
桑
野
川
河
口
部

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

津
波
対
策
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特集 住みよいまちの実現に向けて

長
安
口
ダ
ム

改
造
事
業

　

長
安
口
ダ
ム
は
、
ダ
ム
下
流
の
洪

水
被
害
を
軽
減
す
る
洪
水
調
節
や
水

力
発
電
、
農
業
・
工
業
用
水
取
水
の

安
定
化
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
ダ
ム
改
造
事
業
は
、
那
賀
川
流

域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す

る
た
め
、
平
成
19
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
洪
水
調
節
能
力

向
上
の
た
め
の
放
流
設
備
（
ク
レ
ス

ト
ゲ
ー
ト
）
増
設
工
事
、
下
流
河
川

環
境
改
善
の
た
め
の
選
択
取
水
設
備

の
新
設
工
事
、
貯
水
池
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
堆
砂
除
去
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

流
域
の
治
水
・
利
水
の
安

定
化
に
向
け
て

　

那
賀
川
下
流
域
で
は
、
昭
和
31
年

の
長
安
口
ダ
ム
完
成
に
よ
り
水
供
給

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
企
業
進

出
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
多
雨
年
と
少
雨
年
の

年
降
水
量
差
が
大
き
く
、
気
象
変
動

の
影
響
に
よ
り
、
平
成
17
年
、
19
年
、

21
年
、23
年
、25
年
、29
年
と
記
録
的

ぶ
工
業
被
害
額
と
な
っ
た
た
め
、
国

へ
向
け
て
、
長
安
口
ダ
ム
改
造
の
早

期
実
現
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
将
来
に
わ
た
り
貯
水

池
機
能
の
保
全
を
行
う
た
め
、
下
流

土
砂
還
元
を
前
提
と
し
た
適
切
な
排

砂
管
理
に
必
要
な
、
堆
砂
除
去
土
砂

運
搬
設
備
（
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
等
）

の
整
備
を
行
う
こ
と
が
平
成
28
年
に

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
が
、
計
画

通
り
に
事
業
を
進
め
ら
れ
一
日
も
早

い
完
成
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
長
期

的
堆
砂
対
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
下
流
域
の
地
元
と
し
て
、

各
関
係
機
関
へ
積
極
的
な
要
望
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

な
渇
水
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
流
域
の
治
水
・
利
水
の
中

核
を
担
う
長
安
口
ダ
ム
の
堆
積
土
砂

は
、
建
設
当
時
に
想
定
し
た
堆
砂
量

の
約
３
倍
に
達
し
、
堆
砂
量
の
増
加

が
ダ
ム
貯
水
池
容
量
を
維
持
し
て
い

く
上
で

の
課
題

と
な
っ

て
い
ま

す
。
特

に
平
成

17
年
の

渇
水
で

は
、68
・

５
億
円

に
も
及

国土交通副大臣へ要望

　

加
茂
地
区
は
、
毎
年
の
よ
う
に
浸
水
被
害
が

頻
発
す
る
無
堤
地
区
で
あ
り
、
特
に
平
成
26
年

８
月
台
風
11
号
で
は
床
上
・
床
下
浸
水
等
の
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
那
賀
川
か

ら
の
氾
濫
に
伴
う
家
屋
浸
水
被
害
の
解
消
を
図

る
た
め
、
築
堤
事
業
が
平
成
27
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
用
地
買
収
、
築
堤
護
岸
工

事
な
ど
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

那
賀
川

床
上
浸
水
対
策

特
別
緊
急
事
業

加茂地区築堤イメージ図

長安口ダム改造
イメージ図
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阿南市、小松島市にまたがる「那賀川地区」では、
平成８年から、農林水産省が国営総合農地防災
事業を実施しています。同事業は、農地や農業
用施設に対する災害を未然に防止し、農業用水
の水質保全を図るため、南岸堰の補修と水路の
新設・改修などを行う事業です。�

農地防災
那
賀
川
地
区

農
地
防
災
事
業
の
概
要

　

徳
島
県
南
東
部
の
一
級
河
川
那
賀
川
の
下

流
域
に
展
開
す
る
那
賀
川
地
区
は
、
県
内
有

数
の
農
業
地
帯
で
、
水
稲
を
中
心
に
、
に
ん

じ
ん
、
き
ゅ
う
り
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
農

業
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
農
業
を
支
え
る
取
水
堰
や
水

路
は
、
昭
和
13
～
38
年
度
に
国
や
徳
島
県
等

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽

化
に
よ
っ
て
安
全
性
や
機
能
が
低
下
し
、
都

市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
生
活
雑
排
水
が
水
路

へ
流
入
し
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

国
営
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、

安
定
的
に
き
れ
い
な
農
業
用
水
を
約
３
０
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
農
地
に
運
び
、
農

業
生
産
の
維
持
や
農
業
経
営
の
安
定
化
に
貢

阿
南
市
内
の
２
つ
の

中
核
病
院
の
現
状

63
年
前
に
完
成
し
た
南
岸
堰
の
初
め
て
と

な
る
本
格
的
な
補
修
工
事
で
す
。
南
岸
堰

は
地
域
の
農
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
施

設
の
一
つ
で
す
。
南
岸
堰
に
よ
っ
て
那
賀

川
の
水
が
せ
き
上
げ
ら
れ
、
取
水
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
る
水
路
に
農
業
用
水
が
安
定
的
に
運
ば

れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
営
事
業
で
、

南
岸
堰
の
下
流
に
あ
る
北
岸
堰
を
南
岸
堰

に
統
合
し
、
地
域
の
農
業
用
水
の
ほ
ぼ
す

べ
て
を
取
水
す
る
施
設
と
な
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
南
岸
堰
に
５
カ
所
あ
る
魚
道
に

つ
い
て
は
、
鮎
等
の
遡
上
・
降
下
に
配
慮

し
た
補
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
南
岸
堰
の
工
事
は
、
今
年
11
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
工
事
は
左
岸
側
（
那
賀

川
の
北
岸
側
）
か
ら
中
央
部
、
右
岸
側
へ

と
３
期
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
は
、
左
岸
側
の
約

３
分
の
１
が
補
修
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ

の
後
、
南
岸
堰
の
す
べ
て
の
改
修
が
完
了

す
る
の
は
、
平
成
32
年
度
の
見
通
し
で
す
。

　

な
お
、
市
で
は
小
松
島
市
と
共
に
、
農

林
水
産
省
お
よ
び
財
務
省
に
提
言
活
動
、

ま
た
国
会
議
員
に
対
し
ま
し
て
も
、
要
望

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
と
い
た
し
ま
し
て
、
事
業
予
算
、
事

業
所
人
員
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加
い
た
だ
き
、

本
事
業
の
完
了
に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

国
営
事
業
で
は
、
那
賀
川

中
流
部
に
位
置
す
る
南
岸
堰

の
補
修
や
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
水
路
の
新
設
（
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
化
）
と
改
修
な

ど
が
行
わ
れ
、
平
成
33
年
度

に
事
業
を
完
了
す
る
予
定
で

す
。事

業
完
了
へ

向
け
て
工
事
も

佳
境
に

　

本
事
業
は
平
成
33
年
度
の

完
了
に
向
け
て
、
工
事
が
佳

境
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
南
岸
堰
の
補

修
工
事
、
那
賀
川
北
岸
の
開

水
路
（
坂
野
、
今
津
、
平
島
）

の
一
部
区
間
の
補
修
工
事
や

南
岸
の
管
水
路
工
事
等
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

南岸堰改修後イメージ図 南岸堰改修前
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特集 住みよいまちの実現に向けて

地域医療が大きな危機に直面している今、医療
を提供する側の病院だけでなく、受ける側であ
る住民、それを支える行政が相互に協力し、地
域全体で地域の医療を支えていくことが必要と
なってきています。本市は、地域医療体制の充実・
強化を図るため「阿南医療センター」の設立を
支援しています。

地域医療
阿
南
市
内
の
２
つ
の

中
核
病
院
の
現
状

　

阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病
院

と
も
に
、
医
師
の
高
齢
化
、
医
師
不
足
と
い

う
厳
し
い
事
態
に
直
面
し
、
阿
南
医
師
会
中

央
病
院
は
、
平
成
21
年
２
月
よ
り
救
急
医
療

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　

ま
た
、
阿
南
共
栄
病
院
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
よ
り
一
部
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
状
況
も
重
な
り
、
今
後
、
診
療
機
能
の
低

下
や
二
次
救
急
診
療
体
制
の
縮
小
等
が
懸
念

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

阿
南
市
民
お
よ
び
県
南
部

地
域
住
民
に
と
っ
て
安
心
で

き
る
地
域
医
療
体
制
の
確
保

　

平
成
25
年
11
月
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を
確
保
す

る
た
め
、
徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連

合
会
（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
）
と
阿
南
市
医

師
会
お
よ
び
本
市
の
三
者
は
、新
病
院「
阿

南
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
に
向
け
て
、

協
議
を
開
始
し
、
本
年
４
月
か
ら
建
築
工

事
が
始
ま
り
平
成
31
年
春
の
開
院
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
が
「
阿
南

医
療
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
す

る
た
め
の
財
源
を
官
民
協
力

に
よ
り
確
保

　

本
市
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
に
あ
た

り
、
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
に
お
い
て
多
額
の

財
源
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、国
・

県
の
財
政
支
援
の
確
保
を
図
る
な
ど
の
た

め
に
、
市
内
の
各
種
団
体
お
よ
び
関
係
機

関
な
ら
び
に
隣
接
自
治
体
に
広
く
呼
び
掛

け
て
、「
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対
策
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
議
会
の
要
望
活
動
の
成
果

　

協
議
会

は
、
医
療

セ
ン
タ
ー

の
財
源
確

保
の
た
め

に
県
知

事
、
財
務

省
を
は
じ

め
、
厚
生

労
働
省
、

地
元
選
出

国
会
議
員
等
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
を
県
の
「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
事
業
計
画
」
に
盛
り
込
ん
で
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
に
対
し
、
新
病
院
財
源

確
保
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
10
月
に
協
議
会
が
厚

生
労
働
省
へ
要
望
し
た
際
に
は
、
厚
生
労

働
副
大
臣
か
ら
は
、「
国
の
施
策
に
沿
っ

た
全
国
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
な

新
病
院
の
設
立
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
精
一
杯
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
の
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
要
望
活
動
が
実
を
結
び
、

医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
、
平
成
27
年

度
10
億
円
、
平
成
28
年
度
も
10
億
円
と
県

の
要
望
額
ど
お
り
の
交
付
金
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
今
年
度
は
15
億
円
の
要
望
を

し
、
３
年
間
で
総
額
35
億
円
の
交
付
金
の

確
保
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
が
、

官
民
一
体
・
地
域
総
ぐ
る
み
で
医
療
セ
ン

タ
ー
財
源
確
保
の
た
め
の
要
望
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
病
院

整
備
に
対
す
る
国
・
県
の
深
い
ご
理
解
を

得
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 阿南医療センター外観イメージ図

厚生労働副大臣へ要望
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※医師数については、年度末時点での常勤医師数です。

阿南市内で発生した救急搬送数の病院別推移医師数の推移
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
３
０
０
０
万
円

富
岡
町　

野
村
幸
子
様
か
ら

奨
学
資
金
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
３
万
９
３
２
６
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら

第
24
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡

シ
ョ
ー「
あ
じ
さ
い
の
宴
」に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

母
の
愛
で
森
と
海
を
結
ん
で
ほ
し
い 

～

　

徳
島
新
聞
「
鳴
潮
」、
朝
日
新
聞
「
天
声
人
語
」、

読
売
新
聞
「
編
集
手
帳
」、
毎
日
新
聞
「
余
録
」、
日

本
経
済
新
聞
「
春
秋
」、
産
経
新
聞
「
産
経
抄
」
…
。

　

各
新
聞
に
は
、
一
面
に
短
い
記
事
を
載
せ
る
囲
み

欄
、
い
わ
ゆ
る
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
が

朝
刊
を
手
に
取
る
と
、
真
っ
先
に
目
を
通
す
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
の
集
大
成
だ
け
で
単

行
本
と
な
り
出
版
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

毎
日
々
々
、
担
当
筆
者
は
渾
身
の
筆
致
力
を
発
揮
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
引
用
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
去
る
７

月
10
日
の
「
産
経
抄
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
２
０
０
８
年
５
月
に
起
き
た
中
国
・
四
川
大
地

震
の
現
場
か
ら
、
新
華
社
通
信
が
伝
え
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
る
。
建
物
の
崩
壊
現
場
で
、
母
親
が
赤
ち
ゃ

ん
を
か
ば
う
よ
う
な
姿
勢
で
亡
く
な
っ
て
い
た
。
生

後
３
カ
月
の
男
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
母
親
の
体
の
下
で

す
や
す
や
と
眠
っ
て
い
た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
く
る
ん
で

い
た
毛
布
か
ら
見
つ
か
っ
た
携
帯
電
話
に
は
、
母
親

の
遺
書
が
残
さ
れ
て
い
た
。『
あ
な
た
が
生
き
延
び

て
く
れ
た
な
ら
、
私
が
あ
な
た
を
愛
し
て
い
た
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ね
』」。（
以
上
引
用
）

　

今
回
の
九
州
豪
雨
で
も
１
歳
の
息
子
を
抱
き
か
か

え
た
ま
ま
亡
く
な
っ
て
い
た
若
い
母
親
が
い
ま
し
た
。

そ
の
母
親
は
２
人
目
の
子
ど
も
を
身
ご
も
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
両
親
を
亡
く
し
た
38
歳
の
男
性
は
、

通
夜
の
席
で
「
ま
た
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
、
次
も
両

親
の
子
ど
も
に
な
り
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
と
言
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
ド
ラ
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
酷

で
悲
惨
な
現
実
で
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
寺

田
寅
彦
の
言
葉
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
具
体

的
に
「
文
明
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
天
然
の
暴
威
に
よ

る
災
害
が
そ
の
劇
烈
の
度
を
増
す
」
と
つ
づ
っ
て
い

ま
す
。
文
明
が
進
み
、
経
済
的
に
も
発
展
す
る
度
に

災
害
は
よ
り
大
き
く
激
し
く
な
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
ま
す
が
、
自
然
の
本
質
に
つ
い
て
、「
自
然
ほ

ど
伝
統
に
忠
実
な
も
の
は
な
い
」
と
い
う
冷
静
な
言

葉
も
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
津
波
を
知
る
人
が

い
な
く
な
っ
た
頃
、
津
波
が
く
る
」
と
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
古
来
、「
水
を
治

め
る
こ
と
は
国
を
治
め
る
こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
は
、
国
土
面
積
の
70
％
を
山
岳
地
帯
が
占
め
、

山
腹
の
麓
に
住
宅
を
建
て
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
、

豪
雨
に
よ
る
山
腹
崩
壊
に
よ
り
、
毎
年
人
の
命
を
奪

う
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
河
川

の
ほ
と
ん
ど
が
急
流
で
あ
り
、
大
雨
が
梅
雨
と
台
風

期
と
い
う
短
い
期
間
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
森
は
海
の
恋
人
」。
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
。
森
か
ら

海
へ
流
れ
込
む
鉄
分
な
ど
滋
養
分
が
魚
の
餌
の
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
て
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま

す
が
、
森
を
丁
寧
に
管
理
し
、
降
る
雨
を
土
壌
に
し

み
こ
ま
せ
、
森
の
保
水
力
を
高
め
な
け
れ
ば
、
日
本

の
水
害
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
県
内
の
あ
る
女
子
中

学
生
の
作
品
「
森
の
木
に
そ
っ
と
耳
あ
て
水
の
音
」。

自
然
は
生
き
て
い
ま
す
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

募
集
内
容　
10
月
か
ら
環
境
管
理

事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤

務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
11
年
10
月
２
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
９
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間　
８
月
15
日
㈫
～
９
月

８
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
等
、
閉

庁
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
９
月
12
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間（
受
給
資
格
期
間
）

が
、「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

29
年
２
月
末
か
ら
７
月
末
ま
で
の

間
に
、
対
象
と
な
る
方
へ
黄
色
の

封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
制
度
の
開
始
は
、

平
成
29
年
８
月
１
日
（
最
も
早
い

年
金
の
お
支
払
い
は
平
成
29
年
10

月
）
で
す
。
ま
だ
、
請
求
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
で

予
約
の
う
え
、
年
金
事
務
所
に
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１

６
５
）
へ
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奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

（
第
２
次
募
集
）

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
総
務

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
31
日

㈭申
請
方
法　
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
教
育
総

務
課
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
付
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有　

し
、ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、　

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有　

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が　

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困　

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）　
▼
高
等
学

校
（
通
信
課
程
を
除
く･

高
等
専

門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

１
万
円
以
内
▼
高
等
専
門
学
校

（
４
・
５
年
生
）
お
よ
び
高
等
学

校
専
攻
科
（
１
・
２
年
生
）
３
万

円
以
内
▼
大
学
お
よ
び
専
修
学
校

（
高
等
課
程
お
よ
び
一
般
課
程
を

除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含

む
）
５
人
程
度
▼
大
学
（
高
等
専

門
学
校
４
・
５
年
生
・
高
等
学
校

専
攻
科
１
・
２
年
生
含
む
）
お
よ

び
専
修
学
校
９
人
程
度

そ
の
他　
▼
若
者
の
定
住
促
進
を

目
的
と
し
て
、
卒
業
後
の
償
還
期

間
中
に
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
て
、
減
免
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

教
育
総
務
課

（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
で
は
、
差
別
落
書
き
等
の

防
止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販

店
の
ト
イ
レ
な
ど
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
人
権
を
踏
み
に
じ
る
悪
質
な

落
書
き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ

レ
や
人
通
り
の
少
な
い
箇
所
等
の

定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
、
ト
イ

レ
な
ど
は
常
に
明
る
く
、
清
潔
感

あ
ふ
れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く

い
状
況
を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見

し
た
時
は
、
そ
の
場
で
消
去
せ

ず
、
落
書
き
の
部
分
を
紙
ま
た
は

色
つ
き
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
い
、
人

目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
早

急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
ま
た

は
人
権
教
育
課
（
☎
22

－

３
３
９

２
）
へ

同和問題をはじめとする女性の人権、子どもの人権、高齢者の人
権、障がい者の人権など、さまざまな人権問題の解決をめざす啓
発活動の一環として人権啓発標語・ポスターおよび人権作文を募
集します。

応募資格　阿南市民、阿南市内の事業所に勤務する人（以下「企
業」という）、阿南市内の学校に通学する児童・生徒

応募部門　【小学校】 ①低学年（１･ ２年）部門②小学校特別支
援学級・支援学校小学部低学年（１･ ２年）部門③中
学年（３･ ４年）部門④小学校特別支援学級・支援学
校小学部中学年（３･ ４年）部門⑤小学校高学年（５・
６年）部門⑥小学校特別支援学級・支援学校小学部高
学年（５･ ６年）部門

【中学校】⑦中学校部門⑧中学校特別支援学級・支援
学校中学部部門

【高等学校】⑨高校・高専部門⑩支援学校高等部部門
【一般】⑪市民（企業・ＰＴＡ会員を含む）部門

応募規定　作品は自作、未発表で、ほかに応募していないものに
限ります。また、共同で制作した作品は応募できませ
ん。標語・ポスター・作文ともに、１人につき各１点
までの応募とさせていただきます。所定の応募総括
表と応募用紙に記入のうえ、ご応募ください。ポス
ターは、四つ切り画用紙を使用してください。作文は
400 字詰原稿用紙を使用してください。小学生は３
枚程度（低学年は２枚程度）、それ以外の方は４枚程
度とします。ポスター・作文ともに、応募要項を参照
のうえ、所定の用紙に記入し、ご応募ください。
（応募用紙等は人権・男女参画課にあります。また、

市ホームページからダウンロードできます）
募集期間　９月４日㈪　15:00（必着）
審査方法および発表　審査会で最優秀・特選・入選を決定し、最

優秀・特選については、本人または学校、企業等の人
は所属する団体に通知します。

表 彰 等　最優秀および特選に選ばれた作者には、人権フェス
ティバルで開催する表彰式で賞状および賞品の贈呈を
行う予定です。また、人権作文の最優秀作品は表彰式
当日に発表していただく予定です。なお、最優秀・特
選作品は、市ホームページで紹介するほか、人権フェ
スティバル等での展示、人権教育・啓発資料や物品等
に活用させていただきますので留意のうえ応募くださ
い。

提出先・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

人権啓発標語・ポスター
および人権作文を募集

阿南市学校保健会・講演会
次のとおり、講演会を開催します。多数ご参加ください。
日時　８月３日㈭　14:15〜15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
講演　「子どもとメディア」
講師　南部こども女性相談センター　主任主事　海面　敬さん
※入場無料　　
問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ
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こ
ど
も
相
談
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
を

　

該
当
者
の
方
に
は
「
現
況
届
お

知
ら
せ
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
31
日

㈭提
出
先　
こ
ど
も
相
談
室

　

現
況
届
は
面
接
に
よ
る
受
付
と

な
り
ま
す
。
窓
口
混
雑
回
避
の
た

め
、
受
付
日
を
地
区
割
り
で
設
定

し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　

提
出
に
必
要
な
も
の
、
く
わ
し

い
日
程
等
は
「
現
況
届
お
知
ら
せ

通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
８
日
㈫
、
22
日
㈫

の
２
日
間
、
市
新
庁
舎
１
階
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
南
臨
時
窓
口
を
設

け
ま
す
。
仕
事
に
関
す
る
相
談
の

あ
る
方
は
現
況
届
提
出
の
際
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

　

現
在
受
給
中
の
方
も
現
況
届
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
か

ら
の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

未
提
出
の
方
は
、
８
月
31
日
㈭

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
こ
ど
も
相
談
室
ま
た
は

各
支
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー

家
庭
児
童
相
談
に
つ
い
て

　

主
に
18
歳
未
満
の
児
童
を
対
象

に
、心
身
の
発
達
に
関
す
る
こ
と
、

学
校
生
活
で
の
心
配
事
な
ど
の
相

談
に
関
す
る
専
用
電
話
を
開
設
し

ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

専
用
電
話　
☎
22

－

０
７
６
５

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び

障
害
児
福
祉
手
当
等
の
受
給
者

は
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手

当
等
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎

年
所
得
や
養
育
の
状
況
な
ど
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在

支
給
停
止
中
の
人
も
、
前
年
分
所

得
に
よ
っ
て
は
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
８
月
10
日
㈭
～
９
月

11
日
㈪

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　

福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
の
受
付

　
支
給
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

▼
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
に
お　

い
て
、
年
齢
が
満
65
歳
以
上
で

あ
る
こ
と

▼
同
年
９
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し

て
い
る
こ
と
（
施
設
入
所
ま
た

は
長
期
入
院
等
を
除
く
）

▼
老
衰
等
の
た
め
３
カ
月
以
上
ね

た
き
り
状
態
に
あ
り
、
今
後
も

そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と

▼
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
３
か

ら
要
介
護
５
ま
で
で
あ
る
こ
と

ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と

支
給
金
額　
６
０
０
０
円
（
年
１

回
）

申
請
方
法　
８
月
10
日
㈭
ま
で
に

お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

水
銀
式
体
温
計
等
回
収
の

お
知
ら
せ

　

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
水
銀
式

の
体
温
計
・
温
度
計
・
血
圧
計
を

回
収
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
「
水
銀
に
関
す
る

水
俣
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
人
の

健
康
と
環
境
を
保
護
す
る
た
め
の

取
組
が
国
際
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
、
分
別
回
収
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
水
俣
条
約
と
は
〉

　

水
銀
の
人
為
的
な
排
出
を
削
減

し
、
地
球
規
模
の
水
銀
汚
染
の
防

止
を
目
指
す
国
際
条
約
で
す
。

実
施
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

対
象
品
目　
水
銀
体
温
計
・
水
銀

血
圧
計
・
水
銀
温
度
計

※
電
子
式
の
も
の
や
、
赤
い
液
の

ア
ル
コ
ー
ル
温
度
計
は
対
象
外
で
す
。

回
収
場
所　
市
役
所
、
各
支
所
、

各
公
民
館
、
ひ
ま
わ
り
会
館

回
収
方
法　
割
れ
な
い
よ
う
専
用

ケ
ー
ス
ま
た
は
新
聞
紙
等
に
包
ん

で
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
事
業
者
の
持
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
管
理
課

（
☎
22

－

３
７
９
４
）
へ

徳島県後期高齢者医療広域連合では、
現在処方されている新薬をジェネリ
ック医薬品に切り換えた場合に、自
己負担額がどれくらい軽減できるの
か、その一例をお知らせする通知を
９月下旬に送付します。
通知対象者は、５月に医療機関で新
薬を処方され、ジェネリック医薬品
に切り替えた場合に自己負担額が大
きく軽減される方となります。
なお、すべてのお薬にジェネリック
医薬品があるとは限りませんので、
試してみたいとお考えの方は、医師
や薬剤師にご相談ください。

問い合わせは　徳島県後期高齢者医
療広域連合事務局事業課

（☎088−677−3666）へ

ジェネリック医薬品とは、新薬の
特許が切れた後に、同じ有効成分
を使って作られ、新薬と同等の効
果・効能を厚生労働省から承認さ
れている医薬品です。

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせ
を発送します
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子育て・介護で外に出ていけない。そんなふうに悩んでいる方、時間や場所にとらわれないテレワー
クという働き方をご存知ですか。
夏休み、お子さまと一緒にインターネットを使ったテレワーク体験はいかがでしょうか。在宅での仕
事の始め方や女性テレワーカーの体験を聞くこともできます。

開催日　８月８日㈫
時間　午前の部　10:00〜12:00
　　　午後の部　13:00〜15:00
場所　あなんテレワーク推進センター
　　　（牛岐城趾公園管理事務所２階）
対象　市内在住の親子
定員　午前・午後とも 各回 5 組（先着順）
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号、お子さまの学年および希望時間を記入のうえ、電話または

ファクスでお申し込みください。
申込締切日　８月７日㈪　
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　　男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

親子でテレワークお仕事体験　参加者募集

女性の活躍推進に向けて「あなんテレワーク推進センター」では
毎月楽しいイベントを開催しています。ぜひご参加ください！
※８月14日㈪は休館とさせていただきます。17日㈭は開館します。

日程　▶８月23日㈬　パソコン・インターネットの基礎
　　　　（お子さま連れの方）
　　　▶８月30日㈬　パソコン・インターネットの基礎
　　　　（一般の方）
　　　※23日と30日の内容は同じです。
時間　10:30〜12:00（１時間30分）　
場所　あなんテレワーク推進センター
　　　（牛岐城趾公園管理事務所２階）
対象　市内在住の女性
定員　各回８人程度
持参物　パソコン（２台までレンタル PC があります）　
参加費　無料
申込方法　氏名、年齢、電話番号、希望日、お子さま連れの場合はお子さまの年齢、レンタルパソコ

ンが必要な方はその旨を記入のうえ、電話、ファクスまたはメールでお申し込みください。

問い合わせは　あなんテレワーク推進センター（☎・FAX24−8009）へ　
　　　　　　　e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

あなんテレワーク推進センターイベント情報！
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を
公
表
し
ま
す
。
関
係
書
類
は
商

工
観
光
労
政
課
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

あぶない!こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

204件（1,146）
0人（       2）
21人（   129）

救 急 件　数
搬送人員

257件（1,718）
248人（1,654）

火 災 件　数
損害額

4件（  17）
175千円（17,355千円）

●阿南署管内平成29年６月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

桑野地区はスポーツとクラブ活動が盛んな地域です。桑野グラウンドでは、住民の方が毎日必ずといって
いい程、朝から遅いときは夕方までグラウンドゴルフをしていて、朝のあいさつが日課になっています。
また室内でも、桑野公民館の大ホールで週３回卓球のクラブ活動が行われています。他にも軽く運動をす
る「いきいき100歳体操」など運動が苦手な方でも参加できるクラブもあります。
私は小学生から野球をしていましたが、社会人になってから疎
遠になっていました。でも、昨年の地域おこし協力隊員の募集
で ｢野球でまちを盛り上げよう｣ という項目に目が止まり応募
して現在に至ります。選手としては約８年ぶりに参加させても
らい、プレーすることや選手を支える仕事などを通して野球の
奥深さを身を持って実感したことから、野球の素晴らしさを伝
えていくとともに、野球による町の活性化を図っていきたいと
思っています。これからも１日１日を無駄にしないように笑顔
で活動していきます。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

山本慎二郎さん（桑野地区）

vol.10

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
の
申
請
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設
（
短
期
入
所
を

含
む
）
の
居
住
費
・
食
費
の
負
担

額
は
、
世
帯
全
員
（
別
世
帯
の
配

偶
者
も
含
む
）
が
市
民
税
非
課
税

か
つ
、
預
貯
金
等
が
単
身
１
０
０

０
万
円
、
夫
婦
で
２
０
０
０
万
円

以
下
の
方
を
対
象
に
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
介
護
・
な

が
い
き
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
現
在
、
認
定
証
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
も
、
８
月
以
降
引

き
続
き
減
額
を
受
け
る
た
め
に

は
、８
月
中
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－
１
７
９
３
）
へ

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

阿
南
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
阿
南
市
商
工
業

振
興
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体

等
は
、
次
の
期
間
に
お
い
て
、
募

集
要
項
等
関
係
書
類
を
入
手
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
１
日
㈫
～
９
月
４
日
㈪

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項

物品購入等の指名競争入札
参加資格審査申請書（追加申請）を受付

平成29年度に市が発注する物品購入等の指名競争
入札に参加を希望される方は、｢指名競争入札参加
資格審査申請書｣を提出してください。
ただし、平成28年中および平成29年１月11日から
２月10日までの間に申請された方は不要です。
提出期間　８月１日㈫〜31日㈭
　　　　　（土、日、祝日を除く）
物品購入等の種類　備品、消耗品類および原材料品

（工事用原材料を含む）など

建設工事の一般競争入札（指名競争入札）
参加資格審査申請【追加申請】の受付

平成29・30年度に市が発注する建設工事の入札に
参加を希望される方は、申請書を提出してください。
ただし、平成29年１月に定期受付をされた方は不
要です。
平成29・30年度分から徳島県との共同受付を実施
しています。
受付期間　12月10日㈰まで（土、日、祝日は除く）
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札

ホームページをご覧ください。

提出先・問い合わせは　総務課（☎22−3804）へ

総務課からのお知らせ
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競　　技　　名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス
 8/23

南部健康運動公園
 8/ 7 中学校の部

 9/17  9/ 4 一般（高校生含む）・シニアの部

硬 式 テ ニ ス

 8/ 5

南部健康運動公園

 7/28 高校生

 8/27  8/18 ダブルス

 9/18  9/ 2 シニア

11/ 3 10/25 小学生・中学生

11/19 11/10 クラブ対抗

12/ 9 12/ 1 シングルス

バ ド ミ ン ト ン  8/20 スポーツ総合センター  8/ 4

市内在住または通勤・通学者
または市内に所在がある市バドミントン協
会登録クラブ団体にて、継続し練習してい
る者

水 泳  8/20 サンアリーナ温水プール  8/10 小学生・中学生・高校生・一般

ソ フ ト ボ ー ル
 9/24

小勝緑地グラウンド  9/14 一般男子・レディース
10/ 1

サ ッ カ ー
 9/30

富岡小学校グラウンド 小学生（阿南市サッカー協会に所属するチ
ーム）10/ 1

剣 道 10/ 1 武道館  9/13 小学生・中学生・高校生

バ レ ー ボ ー ル  9/ 3 スポーツ総合センター  8/21 14 地区体協対抗（男・女）

相 撲 10/15 阿南第一中学校相撲場  9/ 8 市内小・中学生および連盟が推薦する者

ゲ ー ト ボ ー ル  9/19 羽ノ浦春日野コート 協会加入の各団体（クラブチーム）

柔 道  9/ 3 武道館  9/ 3 幼児・小学生・中学生・
高校生・一般

陸 上  9/ 2 阿南工業高等専門学校  8/18 小学生・中学生・高校生・
一般・マスターズ

民踊・フォークダンス  9/16 文化会館　研修室 阿南市民踊愛好者

軟 式 野 球
 8/27 阿南市民グラウンド（新野町）

南部ふるさとふれあい運動公園
ＪＡアグリあなんスタジアム

 8/18 一般・壮年（14 地区体協対抗）
 9/ 3

卓 球  9/17 スポーツ総合センター  9/ 7 市内在住または通勤・通学者
市内の卓球クラブ等に所属している者

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル
 9/ 3

那賀川スポーツセンター  8/25 協会加入の各団体および招待チーム
 9/10

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 10/17 橘港中浦緑地 10/ 1 協会会員

ホ ッ ケ ー 11/12 阿南工業高校ホッケー場 11/ 6 小学生・中学生・高校生・一般チーム

体 操 12/17 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生

弓 道 10/15 那賀川 B&G 海洋センター体育館  9/17 高校生（3 年生まで）・一般

バ ウ ン ド テ ニ ス  9/24 スポーツ総合センター  9/17 市内在住または通勤・通学者

ス ケ ー ト ボ ー ド  9/17 スケートボード場 当日受付 スケートボード愛好者

歩 こ う 会 10/14 阿南市内
（夢ホール集合、阿南駅解散） 当日受付 約８㎞を歩ける方

※銃剣道、ラグビーフットボールは都合により中止。  問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ

阿南市体育祭のお知らせ
平成29年度
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平
成
29
年
度

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
事

業
「
経
営
開
始
型
」
に
係
る

申
請
者
の
追
加
募
集
につい
て

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
新
規
就

農
者
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
独
立
就

農
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

最
長
５
年
間
資
金
を
交
付
す
る
事

業
へ
の
申
請
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
す
方

申
請
方
法　
農
林
水
産
課
備
え
付

け
の
申
請
書
類
に
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
承
認
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
25
日
㈮
ま
で

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係(

☎
22

－

１
５
９

８)

へ果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と

は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

収
益
性
の
高
い
優
良
品
目
・
品
種

へ
の
転
換
や
園
地
整
備
等
、
前
向

き
な
取
組
を
行
う
担
い
手
や
産
地

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
事
業
を
活
用
し
て
優

良
品
目
・
品
種
へ
の
改
植
を
実
施

し
た
担
い
手
に
対
し
て
、
改
植
後

の
未
収
益
期
間
を
支
援
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
第
２
次
申
請
に
向

け
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時　
８
月
３
日
㈭　

午
後
２
時
～

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
２
階

会
議
室

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

稲
刈
り
後
の
田
の
耕
起
に
つ
い
て

～
農
家
の
皆
さ
ま
へ
～

　

稲
刈
り
の
季
節
で
す
。

　

稲
刈
り
後
の
稲
わ
ら
を
田
ん
ぼ

に
放
置
し
て
お
く
と
、
大
雨
や
台

風
時
の
雨
水
と
と
も
に
水
路
に
流

れ
込
み
、
水
路
が
詰
ま
っ
た
り
、

漁
港
や
漁
場
に
お
い
て
は
漁
網
に

稲
わ
ら
が
詰
ま
る
被
害
な
ど
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
防
止
の
た
め
、
稲
刈
り
後

は
速
や
か
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
転

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
地
整
備
課

（
☎
22

－

１
５
９
９
）
へ

●第３回阿南市人権教育・啓発市民講座　　　　　　　　　
日時　８月22日㈫　14:00〜15:30
場所　文化会館２階　研修室
演題　「再び同和問題について考えてみよう

〜部落差別の解消の推進に関する法律をどういか
していくか〜」

講師　部落解放同盟徳島県連合会
　　　書記長　歯朶山加代さん
※託児あり（要申込み：８月14日㈪まで）
※お車でお越しの方は、乗り合わせにご協力ください。

●徳島インディゴソックスと連携・協力した人権啓発活動
徳島インディゴソックスの試合当日に、人権啓発活動と
して、啓発物品の配布などを行います。
日時　８月２日㈬　17:00〜（18:00試合開始）
※観戦には別途入場券が必要です。なお、試合中止の場

合はイベントも中止します。
場所　JA アグリあなんスタジアム

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

人権教育・啓発

自衛官候補生
（任期制自衛官のコース）

一般曹候補生
（部隊の中核となる自衛官を養
成するコース）

航空学生
（海 ･ 空自衛隊のパイロットを
養成するコース）

身　　 分 特　別　職　国　家　公　務　員

応募資格 18歳以上27歳未満の男女 空：高卒、21歳未満の男女
海：高卒、23歳未満の男女

受付期間 ９月８日㈮まで（志願書類の提出）

試 験 日 男子　９月中旬頃
女子　９月下旬頃

１次試験
９月16日㈯～17日㈰の１日

１次試験
９月18日㈪

試験会場 各種目とも徳島県内で実施します

採用説明会を８月５日㈯10時から阿南地域事務所（富岡町内町164番地　内町会館１階）で実施予定です。
事前に電話予約が必要です。

問い合わせは　自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

自 衛 官 採 用 試 験 案 内
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上 級 救 命 講 習
消防本部では、救急医療週間（９月３日㈰〜９日㈯）に合
わせて、上級救命講習を実施します。もしもの時のために
応急手当の基本（心肺蘇生法・AED使用法）を学びませ
んか。
上級救命講習　９月３日㈰　9:00〜18:00（８時間）
対象　市内在住の中学生以上の方または市内勤務の方
場所　消防本部３階　ホール
定員　30人（先着順で、定員になり次第締め切ります）
受付期間　８月１日㈫〜31日㈭
申込み・問い合わせは　消防本部（☎22−1120）へ

平和を祈り1分間の黙とうを
昭和20年、広島と長崎に原爆が投下され、日本は唯一
の被爆国となり終戦を迎えました。
犠牲者のご冥福をお祈りし、核も戦争もない平和な世界
を願い、家庭や職場および地域で１分間の黙とうをささ
げましょう。

広島　８月６日㈰　 8:15
長崎　８月９日㈬　11:02
終戦　８月15日㈫　12:00

　　　　　　　　　　　　　　　企画政策課

試験期日　10月26日㈭
願書受付期間　８月21日㈪〜９月８日㈮
受験案内配布期間　９月８日㈮まで
※徳島県教育委員会および文部科学省で配布します。
問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ

阿南警察署だより
阿波踊り、夏祭りに伴う雑踏事故防止
梅雨も明け、本格的に暑くなり、いよいよ夏祭りを楽し
むシーズンとなりました。
今年も、阿波踊りや夏祭りが県内各地で開催され、県内
外から多くの人が集まりますが、それに伴う雑踏事故の
発生が危惧されます。
皆さんそれぞれが事件事故に遭わないよう十分注意し、
楽しい夏を過ごしましょう。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

●教育長報告
①6月議会の報告
②学校訪問について
③市中学校夏季総合体育大会について

●学校給食センター建設検討委員会設置要綱の一部を改正
する要綱について（学校給食課）

●阿南市立図書館協議会委員の委嘱について
（阿南図書館）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

６月定例会（６月23日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

■展示コーナー　10:00〜20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○阿南の夏まつりフォトコンテスト
　１日㈫〜13日㈰まで
○第５回 染織作品展　15日㈫〜27日㈰
○創作ガラス展　29日㈫〜9月10日㈰
■体験コーナー

○塗り絵セラピー
５日㈯　13:00〜15:00　【申込締切日】４日㈮　
【参加費】500円　【定員】６人　【持参物】なし

○LEDグラス体験
26日㈯　13:00〜15:00　【申込締切日】25日㈮　
【参加費】500円　【定員】20人
【持参物】ビン（コーヒービン）

光 ８月の催しのまちステーションプラザ

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○四国アイランドリーグPlus定期交流戦
　１日㈫　18:00〜　徳島対ソフトバンク３軍
　２日㈬　18:00〜　徳島対ソフトバンク３軍
○樫原杯中学野球大会
　２日㈬　9:00〜17:00
○阿南市高校新人交流戦
　３日㈭、４日㈮　9:00〜
○大阪市立大学　夏季合宿
　６日㈰〜12日㈯　8:30〜17:00
○少年野球桑野大会
　14日㈪、16日㈬、17日㈭　8:30〜17:00
○高校野球南部ブロック新人大会
　18日㈮、19日㈯、21日㈪
○マスターズ甲子園2017徳島大会
　20日㈰　9:00〜
○野球のまち阿南紅白対抗長時間野球大会
　26日㈯　9:00〜21:30
　27日㈰　6:00〜21:30
○四国アイランドリーグPlus公式戦
　30日㈬　18:00〜　徳島対愛媛

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム

８月の日程

平成29年度
就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験について
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文化会館のスタッフやイベント主催者を対象にした防災講座
が、６月17日に行われました。たくさんの人が集まる施設
で災害が起きた場合に、迅速かつ的確に観客などを避難誘導
することを目的に実施。講師の阿南防災士の会副会長の青木
正繁さんは、事前に施設の災害時マニュアルを確認しておき、
想定外にも対応できるよう状況判断力を鍛えておくことの重
要性を伝えました。

迅速かつ的確に避難誘導　文化会館で防災講座

福井町と美波町の自主防災会は、「大規模災害発生時における
相互協力に関する協定」を締結しました。本協定の内容は、市
指定避難所の福井南小学校等で、美波町由岐地区の避難者の受
入や両市町で協力して避難所の開設・運営を行うことなどです。
６月29日の調印式では、福井町自主防災連絡会会長の大開　
覚さんは、「かぐや姫観光（福井町）が避難時にバスを提供し
ていただけるなど準備を進めています」と話しました。

自治体の垣根を越えて

平成24年度から進めていた蛍光灯の防犯灯のＬＥＤ化が、平成28年度末
で完了しました。本事業は、市内すべての蛍光灯の防犯灯（約5,800灯）
を省電力で長寿命のＬＥＤ防犯灯へ交換・新設するものです。平成26年
度までは日亜化学工業株式会社様からの基金により約5,100灯を、平成27
年度からは市単独事業で実施しました。

省電力で長寿命　蛍光灯の防犯灯がＬＥＤ化

阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

特産のササユリが見頃を迎えた伊島
で「伊島ささゆり祭り2017」が、
５月27日から６月11日まで開催さ
れました。期間中、島を一周するト
レッキングや周遊船、謎解きアドベ
ンチャー、青年団による海鮮バーベ
キューなどが催され、参加者は思い
思いに伊島の豊かな自然を満喫して
いました。初めて伊島に訪れたとい
う矢田ますみさん（69歳・徳島市）
は、「以前から伊島に行きたいと思
っていたので、来ることができてう
れしいです。弁天島へと続く山道か
ら見える景色がとてもきれいで印象
に残っています」と感激のようす。

豊かな自然を満喫
「伊島ささゆり祭り」開催

実行委員会委員長の神野範雄さん（68歳）は、「ささゆり祭りが観光の起爆剤の一つとなり、伊島の魅力を徳島県
のみならず、全国に発信していきたいです」と話していました。
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前市長の野村　靖さん（５月22日逝去、
享年85歳）を偲ぶ「お別れの会」が
７月２日に文化会館で開催され、約
400人が参列しました。式では、ご来
賓の方からお別れの言葉をいただいた
ほか、参列者全員が献花しました。岩
浅市長は、「野村前市長が愛した阿南
市のさらなる発展に全力を尽くしま
す」とあいさつしました。また、野村
前市長の在りし日の姿を記録した写真
のパネル展示も行われました。

野村前市長を偲
しの

んで
「お別れの会」を開催

夏の風物詩七夕の思い出を作って
もらおうと「七夕まつり」が富岡
公民館で７月８日に開催され、約
220人の親子連れなどでにぎわい
ました。会場では、笹に願い事を
書いた短冊をつるしたり、紙風船
でポップコーンを作ったりと、さ
まざまなコーナーに人だかり。参
加者は、楽しい七夕のひと時を過
ごしました。本イベントは、富岡
公民館が企画。富岡婦人会や地域
おこし協力隊員などが協力しまし
た。

笹に願いを
富岡公民館で七夕まつり

椿地区に交流の場を設けることで
地域の活性化につなげようと、今
年４月から地域おこし協力隊の助
田光穂さんが自宅（椿町加茂前）
に準備をすすめていたバーベキュ
ーハウス「CAMELLIA（キャメ
リア）」が、７月１日にオープン
しました。バーベキュー用のコン
ロやソファ、音響設備などを完備。
利用者は、炭などの準備や片付け
の必要はなく、食材と飲み物を持
ち込むだけで気軽に楽しむことが
できます。

地域おこし協力隊
ＢＢＱハウスオープン

男性が主体となって女性への暴力
撲滅に取り組むホワイトリボンキ
ャンペーンの講演会が７月８日に
富岡公民館で開催され、約50人
が配偶者間での暴力などＤＶにつ
いて考えました（パープルシード
あなん主催）。講師のホワイトリ
ボンキャンペーン・ジャパン共同
代表の多賀　太さんは、ＤＶの実
態を知り、暴力を絶対に許さない
という価値観を男性が率先して浸
透させていくことが必要であると
訴えました。

ＤＶのない幸せな社会を
めざして

中国プロ野球の強豪チーム「天津ライオンズ」
が、６月３日から９日までＪＡアグリあなん
スタジアムとあななんアリーナで野球合宿を
行いました。合宿では、球場でトレーニング
を行ったほか徳島インディゴソックスなど四
国アイランドリーグのチームと練習試合を行
いました。また、選手は道の駅「公方の郷な
かがわ」にある野球寺などを訪れ、市民と交
流しました。

中国プロ野球チーム　阿南市で合宿
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あなんカルチャー

藍
染
体
験
教
室
（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
育
て
た
藍
の
葉
を
使
っ
て
、

藍
染
の
仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
、
ハ
ン
カ
チ
を

染
め
て
い
き
ま
す
。

日
時　
８
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
～
、
11
時
～
、

午
後
１
時
～
、
２
時
～
、
３
時
～
開
始
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
小
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

定
員　
各
回
10
人
（
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次

第
締
切
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
ハ
ン
カ
チ
代
）

参
加
方
法　
当
日
９
時
30
分
か
ら
体
験
館
事
務

室
に
て
、
先
着
順
に
参
加
整
理
券
を
配
布
し
ま

す
。
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
は
午
後
２
時
20
分
～
、

土
、
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20
分

～
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

ピアノを含まない演奏での出演者を公募し、演奏会を
開催します。
日時　11月12日㈰　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
対象　中学生以上
参加費　1,000円
※当日の来場者は入場無料です。
演奏時間　15分以内（申込みが多い場合は、時間の

短縮をお願いすることがあります）
募集期間　８月１日㈫～９月１日㈮
　　　　　※定員に達し次第締め切ります。
定員　15組程度（先着順）
申込方法　往復はがきまたはメールで①代表者名（中

学・高校・大学・一般の別）②連絡先（電
話番号、住所、メールアドレス）③アンサ
ンブル名（アンサンブル名がある場合のみ）
④出演者数⑤出演者名、演奏楽器⑥演奏曲
目、作曲者、編曲者（日本語表記）⑦演奏
所要時間（15分以内）を記入の上、お申
し込みください。

※演奏会の模様はケーブルテレビ等が撮影放映する場
合があります。

申込み・問い合わせは　〒774-0030　富岡町西池田
135番地1　文化会館「みんなでピアノ以外物語」係
（☎23－5599）へ
e-mail:yumehallciviccouncil@gmail.com

■�みんなでピアノ以外物語　出演者募集

阿南市ではウミガメの保護に努めています。産卵地保
護のため、海岸への車両の乗り入れやごみの放置等は、
ご遠慮ください。また阿南市内の海岸に上陸するウミ
ガメの頭数調査を行っていますので、ウミガメの上陸
や足跡を発見された方は、文化振興課までご連絡くだ
さい。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■�ウミガメ上陸に関するお願い

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

日時　12月３日㈰　13:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
参加費　１人2,000円

（５人以上は何人でも10,000円）
演奏時間　１組15分以内（セッティングの時間は含

みません）
※アンプ、ドラムセット、ピアノ、マイクは準備しま
す。その他の楽器、機材は出演者各自でご持参くだ
さい。

募集期間　８月１日㈫～10月２日㈪
※定員に達し次第締め切ります。
定員　15組程度（先着順）
申込方法　申込用紙（コスモホールに備え付け）に記

入の上、提出してください。
提出先・問い合わせは　
文化会館「クリスマスライブ」係（☎23－5599）へ

■�コスモホール�クリスマスライブ�出演者募集

北條民雄文学賞受賞作品集を、市内図書館、公民館、
県立図書館、県内の市町村の図書館、県民サービスセ
ンター（県庁１階）、県立文学書道館で読むことがで
きます。また、購入希望の方は１冊500円で販売しま
すので、文化振興課へお越しください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■�北條民雄文学賞受賞作品集について
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ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会

（
有
料
・
申
込
不
要
）

　

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
に
つ
い
て
説
明
後
、

流
星
群
の
観
望
を
行
い
ま
す
。
並
行
し
て
大
型

望
遠
鏡
に
よ
る
土
星
の
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～
10
時

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
悪
天
候

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
望
遠
鏡
を
作
ろ
う

（
有
料
・
要
申
込
）

　

天
体
望
遠
鏡
の
仕
組
み
な
ど
の
説
明
後
、
そ

れ
ぞ
れ
望
遠
鏡
を
組
み
立
て
て
、
月
や
星
を
観

察
し
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

対
象　
小
学
３
年
～
中
学
生

定
員　
親
子
20
組
40
人
（
先
着
順
。
定
員
に
達

し
次
第
締
切
）

参
加
料　
２
０
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
み
。
参
加
さ
れ
る
場
合
は
カ
メ
ラ
三
脚
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
台
風
な
ど
の
場
合
を
除
き
、

雨
天
・
曇
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日　

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札
（
十
八
）

図
象

　

阿
波
藩
札
は
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年

発
行
、
徳
島
藩
最
初
の
藩
札
で
あ
る
。
極

め
て
残
存
数
が
少
な
い
の
で
収
集
家
垂す

い

涎ぜ
ん

の
的
で
あ
る
。
筆
者
は
二
十
代
か
ら
藩
札

の
収
集
と
研
究
を
始
め
て
い
る
が
、
延
宝

札
・
網
干
屋
札
・
両
面
札
の
入
手
に
は
苦

労
し
た
。

　

特
に
こ
れ
ら
の
札
を
所
有
し
て
い
る
人

が
不
明
で
た
い
て
い
一
枚
し
か
所
有
し
て

い
な
い
の
で
、
頒
け
て
く
れ
な
か
っ
た
。

筆
者
が
藩
札
を
紹
介
し
始
め
て
か
ら
そ
の

価
値
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま

す
入
手
が
困
難
と
な
っ
た
。
筆
者
は
友
人

の
古
銭
商
を
介
し
て
入
手
し
た
が
、
実
に

高
価
だ
っ
た
。

　

延
宝
札
は
札
表
面
を
上
部
、
中
央
部
、

下
部
に
三
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

上
部
に
七
福
神
が
あ
る
。
札
は
六
種
し

か
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
六
神
し
か

揃
っ
て
い
な
い
。「
銀
札
一
巻
帳
」
で
は

七
種
の
天
和
札
（
延
宝
札
）
を
あ
げ
て
い

る
。

　

享
保
新
札
で
は
四
神
（
四
種
）
し
か
揃

っ
て
い
な
い
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

に
銭
札
二
種
の
発
行
に
よ
り
六
神（
六
種
）

と
な
っ
た
。

　

二
分
は
福
禄
寿
、
三
分
は
蛭
子
、
五
分

は
弁
財
天
、
一
匁
は
大
黒
、
三
匁
は
毘
沙

門
天
、
五
匁
は
寿
老
人
で
あ
る
。

　

中
央
部
に
は
銀
見
極
の
文
字
と
共
に
額

面
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
左
側
に
延
宝
八

年
庚
申
暦
と
発
行
年
号
が
表
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
六
角
形
の
朱
印
に
亀
の
字
が

あ
る
。

　

下
部
上
段
に
右
よ
り
左
に
向
け
て
阿
波

淡
路
銀
札
と
記
し
、
阿
淡
両
国
一
円
の
通

貨
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
札
全

体
よ
り
言
え
ば
、
左
書
き
は
自
然
な
書
き

方
で
は
な
い
。
下
部
下
段
に
座
本
人
の
名

と
著
名
印
が
あ
る
。

　

魚
屋
は
分
銅
の
中
に
福
の
字
を
書
き
、

青
印
で
あ
る
。
寺
沢
は
茶
壺
の
中
に
徳
の

字
を
書
き
、
朱
印
で
あ
る
。
な
お
、
裏
面

は
表
面
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

　

上
部
の
丸
印
は
左
向
き
の
舞
鶴
で
あ
り
、

下
部
の
丸
印
は
鶴
と
い
う
字
で
あ
る
。

網
干
屋
札

　

こ
の
札
は
珍
品
で
入
手
し
づ
ら
い
。
表

面
の
体
裁
は
延
宝
札
と
同
じ
で
あ
る
。
異

な
る
点
を
以
下
述
べ
よ
う
。

　

上
部
下
段
に
あ
る
宝
玉
は
五
分
以
下
に

も
あ
り
、
五
分
札
は
五
つ
、
三
分
札
は
三

つ
、
二
分
札
に
は
二
つ
あ
る
。
年
号
は
享

保
十
五
年
庚
戌
暦
と
あ
る
。
座
本
人
と
し

て
魚
屋
と
網
干
屋
の
署
名
が
あ
る
。
魚
屋

は
朱
印
、
網
干
屋
は
青
印
で
あ
る
。

　

裏
面
は
表
面
と
同
じ
く
三
段
に
区
分
さ

れ
て
い
る
。
最
上
部
に
余
白
が
あ
る
の
は

こ
の
札
と
両
面
札
の
み
で
あ
る
。

　

上
部
の
模
様
は
、
表
面
中
央
部
右
段
の

模
様
と
同
じ
で
あ
る
。
札
の
種
類
ご
と
に

異
な
っ
て
い
る
。
三
匁
札
表
面
は
蛭
子
の

鯛
釣
り
。
裏
面
は
鯛
二
尾
を
縄
に
刺
し
て

吊
っ
て
い
る
。
中
央
部
に
額
面
（
銀
壱
匁

の
よ
う
に
）
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
新
し

く
網
干
屋
が
座
本
人
に
加
わ
っ
た
た
め

「
網
干
屋
札
」
と
称
し
て
い
る
。
両
側
に

草
花
、
下
段
上
部
に
宝
袋
、
分
銅
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
。

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

127

延 宝 札
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本
物
の
音
楽
に
ふ
れ
て

か
れ
、「
自
分
も
あ
の
ス
テ
ー
ジ

の
上
で
光
を
浴
び
な
が
ら
輝
き
た

い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い

る
友
達
に
「
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
に

入
れ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
ギ
タ
ー
の
練
習
を
重

ね
、
周
り
の
人
の
力
も
借
り
な
が

ら
な
ん
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

僕
は
、
今
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー

と
共
に
音
楽
の
力
で
阿
南
市
を
盛

り
上
げ
て
皆
に

笑
顔
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
諦
め

ず
に
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も

や
り
抜
き
と
お
し
、
ス
タ
ー
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

阿
南
市
が
「
光
の
ま
ち
」
と
「
音

楽
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

そ
し
て
バ
ン
ド
マ
ン
が
増
え
る
よ

う
に
メ
ン
バ
ー
と
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
は
、
横
見
町
の
岐　

篤
史
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会 

選

短
　
歌

互
選
賞　
　
　
　
　

�

三
澤　

和
子

美
し
く
装
ふ
こ
と
な
ど
無
き
今
を
ぬ
り
絵
に
込
め
る

デ
ー
ケ
ア
の
余
生

互
選
賞　
　
　
　
　

�

黒
部　

君
代

陽
と
風
が
わ
が
背
を
撫
で
て
一
刻
は
温
し
と
思
う
早

春
の
畑

入
選　
　
　
　
　
　

�

川
口　

節
子

三
次
元
の
画
像
を
う
つ
す
Ｍ
Ｒ
Ｉ
へ
死
者
の
ご
と
く

に
投
入
さ
る
る

入
選　
　
　
　
　
　

�

小
畑　

定
弘

人
生
に
続
編
な
ど
は
な
き
も
の
か
恋
に
仕
事
に
燃
え

て
た
頃
の

入
選　
　
　
　
　
　

�

五
島　

秀
子

海く
ら
げ月

ら
は
前
世
も
来
生
も
知
ら
ず
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

ゃ
ぼ
ん
玉
め
く

入
選　
　
　
　
　

�

森　

マ
ス
ミ

ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル　

ソ
フ
ィ
ア　

ア
ナ
雪　

プ
リ
キ
ュ

ア
と
つ
い
て
い
け
な
い
四
歳
の
孫
に

入
選　

�

臣
永　

悦
子

春
耕
の
エ
ン
ジ
ン
音
に
誘
わ
れ
て
小
さ
き
鍬
も
て
畑

を
耕
す

入
選　
　

�

松
島　

博
子

ハ
ー
ド
ル
の
低
き
を
選
び
飛
ん
で
き
た
六
十
路
な
か

ば
の
背
に
花
降
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

荒
谷　

隆
文

空
梅
雨
や
あ
し
た
ゆ
ふ
べ
に
空
仰
ぐ

　

僕
は
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
と
あ
る
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
こ
と
で
し
た
。

友
達
に
誘
わ
れ
て
見
に
い
き
ま
し

た
が
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
一
度
も

行
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
刺
激
的

で
感
動
し
ま
し

た
。
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
な
ん
て
薄

暗
く
て
怖
い
人

が
い
っ
ぱ
い
い

る
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
ま
し

た
。
で
も
、
実
際
に
入
っ
て
み
る

と
皆
ノ
リ
の
い
い
人
ば
か
り
。
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
バ
ン
ド
が
演
奏
し
、

観
客
席
に
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ム
を
と
っ
て
い
る
人
や
一
緒
に

歌
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
そ
の
空

間
は
、
僕
に
と
っ
て
と
て
も
居
心

地
が
良
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
何
度
か
ラ
イ
ブ
を
見
て
い
る
う

ち
に
ギ
タ
ー
の
音
色
や
演
出
に
引

　
　

鎌
矢
美
代
女

梅
漬
け
る
次
代
へ
つ
な
ぐ
メ
モ
残
す

　
　
　
　
　
　
　
　

山
野　

賢
治

老
早
し
朝
な
夕
な
に
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

織
女

老
鶯
に
筆
を
止と

ど

め
し
朝
写
経

富
永　

恵
女

万
緑
や
六
角
堂
の
明
り
窓

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

早
苗

体
ご
と
撓
う
や
さ
お
の
鮎
が
跳
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
平　

夏
子

上
を
向
く
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
夏
の
雲

田
中　

栄
子

薫
風
や
豪
華
客
船
接
岸
す

小
谷　

史
井

竹
皮
を
脱
ぐ
空
海
の
へ
ん
ろ
道

山
川　

喜
美

入
梅
と
言
え
ど
畑
よ
り
砂
け
む
り

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

�

田
上　

鶴
子

平
和
ボ
ケ
老
い
の
懐
狙
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

追
う
程
に
逃
げ
足
早
い
福
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

病
む
足
へ
ロ
ボ
ッ
ト
君
の
ス
タ
ン
バ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　

酒
本　

耕
造

赤
い
糸
手
繰
り
よ
せ
て
る
老
い
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木　

旬
笑

も
う
野
性
失
せ
た
夫
の
放
し
飼
い

市
民
文
芸

長生町
走川 秀司さん
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  3日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  9日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
10日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

17日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

18日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
24日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

25日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00
中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

８月の巡回日程

阿南市立図書館だより
８月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

土日は17:00まで
★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏）

那賀川図書館　☎�42－3111ＦＡＸ�42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎ボランティアピアノ演奏〔約10分間〕
　（第１～第３土曜日）　10:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　８月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎�44－2100ＦＡＸ�44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎�23－2020ＦＡＸ�23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00  

図書館発　夏休みのイベント

那賀川図書館
　●1000回記念スペシャルおはなし会

日時：８月６日㈰　11:00〜12:00
内容：絵巻仕立て広がる絵本「かわ」　

　　　　　スライド紙芝居「赤池河太郎」ほか

　●サトシンさん絵本ライブ!　　
　　日時：8月19日㈯　10:30〜12:00

内容：絵本作家サトシンさんがやって
くる！新作「ごめんなさい」の
読み聞かせなどをします。
絵を描いた羽尻利門さん（阿南
市在住）も出演予定。お楽しみ
に…。

※入場は先着100人です。

阿南図書館
　●夏休みおたのしみ会

日時：８月20日㈰　10:30〜11:30
内容：人形劇「こぶとりじいさん」

大型絵本「999ひきのきょうだいのおひっこし」
ジャンケンゲームほか

申込不要
入場無料
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健康いきいき情報

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【８月の休館日】
７日㈪、17日㈭、21日㈪、28日㈪

集団の婦人がん検診
検診内容　乳がん、骨粗しょう症検診
　　　　　子宮頸がん検診（午後のみ）
要予約　乳がん検診のみ
順次予約を受け付けておりますので、空き
状況は保健センターへお問い合わせくださ
い。
検診日程
８月９日㈬　羽ノ浦公民館
８月19日㈯　那賀川社会福祉会館
受付時間　午前の部  9:00～10:00
　　　　　午後の部13:00～14:30

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（８月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

2日㈬ 南部総合県民局
阿南保健所庁舎 領家町   9:30～10:30

6日㈰ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00～12:00
13:00～16:30

31日㈭
㈱シャイネックス 大潟町 10:00～11:00
新日本電工㈱
徳 島 工 場 橘 町 14:30～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

集団の胃がん・肺がん検診等
検診内容　胃がん（バリウム検査）、肺がん、

前立腺がん、大腸がん（要予約）、
肝炎ウイルス検診、特定健診

要予約　受付は予約者が優先されます。検
診日２週間前までに総合健診セン
ター（☎088－678－3557）へ
ご予約ください。

検診日程
８月18日㈮　那賀川社会福祉会館
８月29日㈫　椿泊漁協
９月５日㈫　ひまわり会館★
９月26日㈫　ひまわり会館★
★印の会場のみ、歯周病検診を実施。
受付時間　8:00～11:00
※くわしくは広報あなん７月号またはがん
検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　８月10日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル

問 保健センター（☎22－1590）へ

災害対応講演会
日時　９月２日㈯　10:30～11:45
場所　見能林公民館
内容　熊本地震の災害支援から見えるもの

～助かった命を守るために今できる
こと～

講師　阿南市保健センター　保健師
※入場無料、申込不要

問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ
電話での健康相談・栄養相談
随時受け付けています。電話にてお問い合
わせください。
受付日時　平日　8:30～17:00
問 保健センター（☎22－1590）へ

熱中症を予防しましょう
気象庁の予報では、８月の四国地方は平年
に比べ、晴れの日が多く、気温は高い確率
50％となっています。自身の体調変化に
注意するとともに、周りの人にも気を配り、
熱中症による健康被害を防ぎましょう。
予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘や帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調整
このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。
高齢者や子どもは周囲の人が見守って、
みんなで協力して熱中症予防を呼びかけ
あいましょう。
・日ごろからバランスのよい食事と運動で
体力づくりを心がけましょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

日本脳炎予防接種について
〈第１期〉
対象者　生後６カ月から７歳６カ月未満ま

で３回接種
接種間隔　６～28日の間隔をあけて１回

接種、その後おおむね１年の間
隔をおいて１回接種（３歳にな
る月に予診票を送付していま
す）

〈第２期〉
対象者　９歳から13歳未満までに１回接

種（小学４年生に予診票を送付し
ています）

日本脳炎予防接種の対象年齢
を拡大しています

平成17年度から平成21年度にかけて接種
勧奨の差控えにより、接種の機会を逃した
方へ接種できるようになっています
〈特例対象者〉
①平成７年４月２日生～
　平成19年４月１日生
接種期間　20歳の誕生日前日まで
②平成19年４月２日生～
　平成21年10月１日生
接種期間　９歳から13歳未満まで
①と②の対象者の接種回数　
第１期３回、第２期１回の未接種分が接種
できます。
※対象年齢で未接種の方は主治医に相談の
うえ、委託医療機関で接種してください。

※予診票を紛失された方は再発行できます。
母子健康手帳をお持ちのうえ、保健セン
ターまでお越しください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

備えよう！「救急安心カード」
救急安心カードは、氏名、生年月日、血液
型、かかりつけの病院などを書いておくカ
ードです。いざという時に救急隊員が迅
速・的確に救急医療活動ができます。
家族のため、自分自身のためにも「救急安
心カード」を記入し、外出時にも携行しま
しょう。

※記載内容に更新があった場合は、書き換
えましょう。

配布場所　消防本部、南出張所、西出張所、
保健センター

※阿南市消防本部のホームページからも印
刷できます。
問 消防本部（☎22－1120）へ
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  2日㈬　ファミサポさんの
　　　   「にじいろあなん」
  4日㈮　高齢者とのふれあい会※
  7日㈪　発育計測
14日㈪～18日㈮　休園
21日㈪　発育計測
23日㈬　お誕生会
25日㈮　おはなしコロリン
29日㈫　ミュージックケアー(乳児)※
30日㈬　ミュージックケアー(幼児)※
※８月14日㈪～18日㈮は休園となります。
※行事によっては有料・申込制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　
平日9:00～16:00
（※＝要予約）

●ベビーマッサージ体験＆ミニハンドメイド会
ベビーマッサージ体験をした後、参加者み
んなで簡単リボンヘアゴムのハンドメイド
を楽しみます。ベビー期を過ぎた元気なお
子さまも大歓迎♪
対象　０～４歳のお子さまとママ
日時　８月９日㈬　10:00～11:00
材料費　1,500円
●子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。楽しく話を
して情報交換♪当日お越しくださった方に
は親子写真を撮影しプレゼント♪
対象　０～２歳のお子さまとママ
日時　８月７日㈪　10:00～11:00
参加費　無料

〈共通事項〉
場所　中野島公民館　※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

ママと赤ちゃんの
ふれあい講座

子育てママのための交流会を開催します♪
おいしいカフェランチを囲みながら子育て
トークしませんか？
日時　８月８日㈫　11:00～13:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　集会室
対象　０歳～３歳までの親子７組（ご兄弟

の参加ＯＫ）
参加費　1,500円（ランチ代込）
持参物　お子さまのお昼ごはん
※要予約
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY  玉置（☎090－2895－
0224）へ

ベビー＆キッズ集まれ♪
親子ランチ交流会♪

８月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  3日㈭　水遊びをしよう
  9日㈬　園庭開放
10日㈭　助産師さんによる育児相談
17日㈭　水遊びをしよう
24日㈭　プルプル気持ちいい
31日㈭　お誕生会
◇毎週火、木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。
※14日㈪、15日㈫はお休みです。

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30〜12:00
 14:00〜15:30

  1日㈫　水遊び
※水遊び用のパンツや水着、着替え、タ
オル等の準備をお願いします。

  8日㈫　水遊び
10日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読

み聞かせ
17日㈭　子育て講座
22日㈫　おはなしだいすき
29日㈫　お誕生会
※14日㈪、15日㈫はお休みです。

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00〜14:00

  1日㈫　子育て講座
  8日㈫　おはなしのポケット
22日㈫　みんなで遊ぼう
29日㈫　お誕生会
◇毎週木曜日にプール遊びをします。
　着替えやタオル等の準備をお願いします。
※14日㈪、15日㈫はお休みです。

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00〜14:00

  1日㈫　水遊び
18日㈮　パネルシアター
25日㈮　楽しく遊ぼう
29日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
 　４日㈮、８日㈫、22日㈫
◇毎週木曜日（10:45～11:30）
　園庭開放をしています。
※14日㈪、15日㈫はお休みです。

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  9日㈬　桑野公民館

16日㈬　加茂谷公民館
23日㈬　福井公民館

※ひまわり会館すこやかルームは
４日㈮、８日㈫、22日㈫、25日㈮、
29日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

父と母で二人
父と母の両親で四人
そのまた両親で八人
こうして数えてゆくと
十代前で、千二十四人
二十代前では−？
なんと、百万人を超すんです

過去無量の
いのちのバトンを
受けついで
いま、ここに
自分の番を生きている
それがあなたのいのちです
それがわたしのいのちです

これは、相田みつをさんの「いのちのバ
トン」という詩です。何度も何度も声に
出して、読めば読むほど、ズシンと心に
響いてきます。食卓で、リビングで、お
風呂の中で、親子で声に出して読んでみ
ませんか。 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−命の大切さ−

夏まつりを開催します。参加費は無料です。
ぜひ親子でご参加ください。
対象　小学校3年生までのお子さまとその

保護者
日時　８月19日㈯　14:00～16:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　ヨーヨーつり、くじびきなど
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児
保育だより

●にじいろあなん交流会
当日、会員登録も行います。
日時　８月２日㈬　11:00～12:00
場所　おひさまひろば
内容　はらぺこあおむしの劇、あおむしに

変身！してリンゴトンネルで遊ぼう
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 (☎24－5550) へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

て ひ ろば育子
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平成29年度国家公務員採用試験
採用試験のうち、８月から受け付けする試
験を掲載しています。
大卒程度試験
総合職試験【大卒程度試験（教養区分）】
受付期間　８月４日㈮～28日㈪
第１次試験日　10月１日㈰
高卒程度試験
▶気象大学校学生▶海上保安大学校学生
受付期間　
●インターネット　８月24日㈭～９月４日㈪
●郵送または持参　８月24日㈭～28日㈪
第１次試験日　10月28日㈯、29日㈰
※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

硬式テニス初心者講習会
対象　高校生以上で、未経験者、初心者お

よび初級者
日程　８月19日㈯、26日㈯、９月２日㈯、

９日㈯、16日㈯、23日㈷
　　　19:00～21:00
場所　徳島県南部健康運動公園 
　　　テニスコート
参加料　4,000円（６回分。保険料含む）
申込方法　８月12日㈯までに氏名、住所、

生年月日、電話番号を記入のう
え、電子メールでお申し込みく
ださい。

※貸しラケットが必要な方は申込みメール
にご記入ください。

問 阿南市テニス協会初心者講習会　責任者
　 田中（☎080－3164－6271）へ
阿南市テニス協会メールアドレス：
e-mail:anan.tennis@gmail.com

陸上競技の公認審判員講習会
初心者を対象として講義。実技修了者に公
認審判の資格が得られます。
日時　８月19日㈯　19:00～
場所　ひまわり会館　21世紀室
対象　18歳以上の男女
費用　講習会は無料。ただし、登録料は別

途必要です。
※筆記用具をご持参ください。　
問 事務局　林
　 （住宅・建築課内☎22－3431）へ

高齢者の再就職や活用に
関する相談窓口の開催
高年齢者に対する就業支援および事業所に
おける高年齢者活用に関する支援をハロー
ワーク阿南と連携し、実施します。
日時　8月18日㈮、９月15日㈮
　　　10月20日㈮　10:00～15:00
場所　ハローワーク阿南
面接時間　１人・１社につき30分～１時間
※事前にご予約ください。
問 徳島県生涯現役促進地域連携事業推進
協議会事務局（☎088－676－4421）へ

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練受講生募集
募集訓練科

▼ ６カ月コース（訓練期間10月２日㈪～
平成30年３月30日㈮）

・電気設備技術科・住宅リフォーム技術科

▼７カ月コース（訓練期間10月２日㈪～
平成30年4月27日㈮）

・CAD機械科・住環境計画科
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　８月１日㈫～９月４日㈪
問 ポリテクセンター徳島（☎088－654
－5102）へ※受付は平日9:00～17:00

日本女性会議2017
とまこまいのご案内
日程　10月13日㈮～15日㈰　
場所　苫小牧市民会館ほか（北海道）
費用　大会参加費　3,500円
　　　交流会費　　5,000円
申込締切日　８月31日㈭
※くわしくは大会ホームページをご覧くだ
さい。

問 日本女性会議2017とまこまい実行委
員会事務局（☎0144－84－4052）、
（FAX0144－33－0474）へ

「総合型地域スポーツクラブ」
名称の募集
長生地区では総合型地域スポーツクラブの
2018年２月発足に向けてさまざまな活動
を行っています。このクラブは地域住民が
主体となり、スポーツを通じた健康づくり、
子どもの体力向上などを目的として活動し
ます。発足後のクラブ名称を募集します。
ふるってご応募ください。
募集期間　８月４日㈮～９月８日㈮（必着）
応募方法　①クラブ名称②（あれば）クラ
ブ略名③クラブ名称提案理由④応募者の名
前（ふりがな）⑤住所⑥電話番号をはがき
に記入の上、送付またはファクスで送信し
てください。
問 〒774-0046長生町上荒井楠ノ前４番
地２　長生スポーツクラブ名称担当（長
生公民館内☎・FAX23－5515）へ

とくしまねんりんピックノルディ
ック・ウオーク交流会ご案内
日時　９月17日㈰　9:00～受付　ヘルス

チェック　9:30～開会
集合場所　日和佐公民館３階（美波町）
内容　ラジオ体操、ノルディック体操、説

明、練習、ノルディック・ウオーク、
徳島県南部県民局津波減災部による
段ボールトイレの組立ほか

コース　厄除け橋～世間遺産通り～大浜海
（４㎞）  岸通り～日和佐八幡神社～日和佐 
  小学校避難道～薬王寺～日和佐公 
  民館（昼食会）　約４km
問 とくしまノルディック・ウオーク協会
　 （☎088－669－6223）へ

2017年度「標準化セミナー・製
品安全セミナー」を実施します
参加者に標準化とは何か、標準化が消費生
活に果たしている役割等を理解していただ
くことを目的にセミナーを開催。特に洗濯
絵表示の変更をご説明します。
日時　８月５日㈯　13:30～15:30
　　　（13:00～受付）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
申込方法　下記までお問い合わせください。
問 阿南市婦人連合会事務局　渡守
　 （☎26－1302）へ

「武道を見せる！語る！」
設立20周年記念
阿南武道合同演武大会 （８武道）

身体の鍛錬のみならず精神の健全な育成を
めざし、日本の伝統文化である自信と風格
をめざす武道について興味はありませんか。
阿南市内にある8つの武道家（柔道、剣道、
少林寺拳法、銃剣道、居合道、空手道、日
本拳法、合気道）がコスモホールに集まっ
てそれぞれの武道の特徴を解説しながら紹
介します。
日時　８月27日㈰　13:00～16:30
場所　コスモホール（情報文化センター）
※駐車場あり
問 阿南武道親交会　神原（☎22－6617）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

にっぽん縦断こころ旅
お手紙募集
NHK-BSプレミアムで放送予定の、「にっぽ
ん縦断 こころ旅（2017秋の旅）」。番組で
は、みなさんからのお手紙で旅のルートを
決定するため、市（町・村）内の「忘れら
れない場所、風景」にまつわる手紙を募集
しています。
徳島県の放送予定
　10月30日㈪～11月３日㈷
応募期限　９月19日㈫必着
応募内容　住所、氏名、電話番号、性別、

年齢、思い出の場所、風景にま
つわるエピソード

応募方法
　番組ホームページ :
　http://nhk.jp/kokorotabi
　FAX:03－3465－1327
　郵送:〒150-8001　NHK「こころ旅」係
問 ＮＨＫふれあいセンター
（☎0570－066－066または
☎050－3786－5000）へ

阿南中学校
箏曲部
第31回定期演奏会
さわやかな箏の音色をお楽しみください。
日時　８月27日㈰　13:30開演
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　グリーン・ウインド、すずめほか
入場料　無料
問 阿南中学校（☎22－0539）へ
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８月は「電気使用安全月間」です

夏は水を使う機会が多いうえに、暑さで汗
をかきやすくなるため感電事故が多く発生
しています。ぬれた手でプラグやスイッチ
をさわると感電するおそれがあります。電
気製品を扱う時は、忙しい時でも、手をよ
くふいてから取り扱う習慣をつけましょう。
電気安全のご相談は、お気軽に下記まで 
ご連絡ください。
問 一般財団法人四国電気保安協会
徳島支部（徳島南事業所）
（☎22－8177）へ

簿記講座受講者募集
中小企業の健全経営に向け、次のとおり簿
記講座を開講し、受講生を募集します。
日時　９月６日㈬～12月20日㈬

（原則毎週水曜日）18:30～20:30
場所　阿南商工会議所　研修室
対象　初めて簿記を学ぶ方等
内容　日商簿記3級程度
定員　30人
受講料　毎月3,000円、申込金10,000円
※一定の要件を満たせば、申込金を返金
申込締切日　８月18日㈮
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　８月12日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

徳島県退職者連合南部地域協議会カルチャースクール受講生募集
対象　退職者の方ならどなたでも　場所　富岡公民館　受講料　１講座１カ月2,000円　　
※複数受講もできます。※原則として納入後の受講料は返金できません。

問 徳島県退職者連合南部地域協議会カルチャースクール事務局（☎28－6030）へ
　 http://ghb-culture.jpn.org/

出張ハローワーク！
ひとり親全力サポートキャンペーン
ハローワーク阿南の臨時窓口を設置します。
仕事を探しているが見つからない、今の仕
事より条件のよい仕事を探している、もう
1つ仕事を探している、就きたい仕事があ
るのに資格がなく諦めていた、育児等の理
由で離職したが再び働きたいなど、普段は
忙しくてハローワークに来ることができな
いお父さん、お母さん、児童扶養手当受
給者の皆さん、現況届提出の際にぜひお越
しください。
日時　８月８日㈫、22日㈫　13:30～15:00
場所　市役所１階　103会議室
問 ハローワーク阿南職業相談第２部門
　 （☎22－2016）へ

地域と共生する
杜のホスピタル文化活動
場所　杜のホスピタル
●コンサート

「羽ノ浦中学校マンドリン部」
日時　８月４日㈮　14:00～
出演　羽ノ浦中学校マンドリン部
●講演 「龍馬をめぐる女性たち」
日時　８月19日㈯　14:00～
講師　岩﨑義郎
●「ゆく夏をジャズで」藤本　忍＆エモーション
日時　８月23日㈬　14:00～
出演　トランペット　藤本　忍

ボーカル　ふくださとみ
ピアノ　鶴野美香
ドラムス　茂森輝哉
ベース　瀬戸尚幸

問 杜のホスピタル　リハ課
　 （☎22－0218）へ

東部高齢者お世話センターから
認知症カフェのご案内
●富岡ユニバーサルカフェ
日時　８月４日㈮　13:30～15:30
場所　富岡公民館２階
内容　▶富岡公民館こども箏教室による
演奏とこども茶道によるお点前のお接待
▶富岡西高等学校からボランティア参加
参加費　100円  ※申込不要
問 東部高齢者お世話センター
　 （☎22－4577）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。10月号の締め切りは8月31日㈭です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

新野東児童クラブでは夏休みに
子どもたちと過ごしてくださる方
を募集しています
子どもたちと遊んだり、宿題をしたり、一
緒に過ごしてくださる子ども好きな方はご
連絡ください。工作、絵、習字、手芸など、
何か得意な事があれば、ぜひ子どもたちに
教えてください。夏休み中なので、学生の
方も教育実習にいかがですか。謝礼あり。
くわしくは、お問い合わせください。
期間　 ８月１日㈫～31日㈭
※１日だけでも構いません。
問 新野東児童クラブ　担当 黒川
　 （☎080－5869－7829）へ

得する街のゼミナール

第８回「阿南まちゼミ」
受講者募集
“ まちゼミ ” は、お店の店主・スタッフが
講師となり、美容・健康・料理など、プロ
ならではの専門知識や技術・こつを無料で
教えてくれる少人数制のミニ講座です。新
しい仲間との出会いの場として地域の店主
から知らないことを教えてくれるなど、ご
自分の生活をより豊かにするためにご活用
ください。
チラシは公民館や図書館に備え付けてあり
ます。
受付開始　８月１日㈫～
開催期間　８月８日㈫～９月18日㈷
申込方法　各店まで電話でお申し込みくだ

さい。
※くわしくは、「阿南まちゼミの会」ホー
ムページをご覧ください。
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

第36回高齢社会をよくする
女性の会全国大会inとくしま
の参加者を募集します
高齢者が頑張る、輝くまちづくりをめざし
ます。
日時　９月２日㈯　12:45～16:50

（12:00～受付）
　　　９月３日㈰　9:30～12:15

（8:30～受付）
場所　アスティ徳島

（徳島市山城町東浜傍示１番地１）
内容　シンポジウム「徳島発！だれもが輝

く世界を築く」、作家・女優のうつ
み宮土理さんの記念講演ほか

参加費　2,000円
※男女年齢問わずどなたでも参加できます。
申込方法　下記までお問い合わせください。
問 阿南市婦人連合会事務局　渡守
　 （☎26－1302）へ

講　　　　　座 曜　　　日 時　　　間
健康足もみ講座　ゆるり 第３木曜 13:30～15:30
Plume のスイーツデコ・あんクラフト教室（10月～） 第２木曜 13:00～16:00
英会話初級 第２・４水曜 13:00～14:00

スマホタブレット基本（全 3 回）
10月18日㈬

10:00～12:0011月15日㈬
12月20日㈬

俳句を楽しむ 第２・４水曜 10:00～12:00
写経／般若心経入門 第１水曜・第４水曜 10:00～11:00
極らくパソコン教室 第２火曜 13:00～15:00

第４火曜 10:00～12:00
ペン習字（10 月～） 第１木曜 10:00～12:00
野菜ソムリエの料理教室 第２・４金曜 10:00～11:30
wakame のパン教室 第２・４月曜 13:00～16:00
朗読／ささゆり会 第２・３月曜  9:30～11:30

25　広報あなん 2017.08



みなさん、こんにちは！青木祐貴と申します。私は2016年４月から2017年３月までの１年間、阿南市
を離れて東京のB&G財団へ出向していました。今回はB&G財団での研修について報告します。

初めての広報の仕事
B&G財団では広報課の配属となりました。SNSを使った情報発信やブログ作成、現場での写真撮影やマ
スコミ回り（取材依頼）など、初めての広報業務に携わる中で、普段から情報に気を配ることや、魅力的
に伝える方法を考えることの大切さを実感しました。
何よりも自分自身の視野を大きく広げることができた１年間でした。B&G財団で学んだことを今後の業
務に活かすとともに、多くの方々に水辺の安全知識や海の楽しさを伝えていきたいです。

B&G財団の活動は、財団公式サイトをご覧ください。https://www.bgf.or.jp/

B&G財団での研修を経て
財政課　主事　青木　祐貴

B&G財団って？
B&G財団（公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団）は、青い海と緑の大地を活動の場
とし、海洋性レクリエーションや自然体験活動などを通して、青少年の健全育成と幼児から高齢者までの
“心とからだの健康づくり”を推進しています。1973年の設立以降、
全国各地にその活動拠点となるB&G海洋センター（艇庫・プール・
体育館）を建設し、地元自治体に無償譲渡してきました。現在、海洋
センターは全国471カ所にあります。
みなさん、阿南市にも海洋センターがあることはご存じですか。艇庫
が大潟町に、体育館が津乃峰町と那賀川町に、そして、昨年６月に新
しく完成したプールが那賀川町にあります。ぜひ地図などで確認して
みてくださいね。 那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

つながったB&Gのネットワーク
東京へ戻った７月以降は、都内小学校での水辺の安全教室
や障がい者カヌー体験会などに参加し、指導の勉強に励み
ました。また、財団事業を学ぶために全国各地へ出張する
こともありました。マリンスポーツやキャンプ、植樹祭、
避難所開設訓練などさまざまな事業を通して、全国の指導
者と出会い、ネットワークを築けたことも成果の一つです。
このつながりを今後も大事にしたいです。

カヌーの指導

いざ沖縄！　～地域づくりに貢献する指導者になるために～
2016年６月、沖縄県本部町にて、全国から集まった自治体職員や海
洋センター担当者84人とともに、約１カ月間に及ぶ合宿研修に臨み
ました。
この研修は、海洋センターを活性化し、地域づくりに貢献する指導者
を養成するために、B&G財団が1976年から実施しているもので、現
在までに約１万9000人の指導者を輩出しています。規律ある集団生
活の中で、カヌーやヨットなどの海洋スポーツや水泳の指導法、安全
管理、施設運営などの知識や技術を学びました。

研修のようす
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
6日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334

11日 阿 南 中 央 病 院 宝 田 町 ☎22−1313
13日 むらかみ内科循環器クリニック 羽ノ浦町 ☎44−1010
20日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23−6522
27日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120・
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

８月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設８月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 7・14・21・28日
那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30日
羽ノ浦総合国民体育館 7・14・21・28日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・21・28日
県南部健康運動公園 1・8・15・22・29日

８月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　納税課（☎22−1792）へ

２日㈬・16日㈬　17:15〜18:15

海外プロ野球チーム「天津ライオンズ」の合宿は、阿南市で初の試み。期間中、スタジアム内外で市民から熱烈歓迎のおもてなし。選手は
感謝の気持ちを満面の笑顔でもって伝えていました。言葉が通じなくても、“野球という文化”でつながっていると感じました。（谷内）
食を通した地域の健康づくりに取り組む「阿南市食生活改善推進協議会」。皆さんの活動に触れて、「食」の大切さを再確認しました。ヘル
スメイトおすすめのレシピを取り入れながら、毎日の食事を見直したいと思います。めざせ野菜摂取量１日350グラム！（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

８月の相談

法律相談（要予約） ３日㈭・17日㈭
時 13:30〜16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 ８日㈫・22日㈫
時 9:30〜11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 25日㈮
時 14:00〜16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談 平日開館
時 9:30〜16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 18日㈮
時 13:30〜16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日〜金曜日（祝日除く）時 9：00〜12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ７日㈪、21日㈪、28日㈪
時 10:00〜15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 １・８・22・29日　時 13:00〜17:00
日 25日　時 13:00〜16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30〜15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※９月の相談日は７日㈭です。

８月の市税
■市　県　民　税（第２期）
■国民健康保険税（第３期）
　納期限は、８月31日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  27日㈰  8:30〜17:00（市役所納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。

人口と世帯数

人口　	74,480	 人	（−34）

（男）	35,976	 人	（−18）

（女）	38,504	 人	（−16）

世帯数　30,770世帯（＋26）
※平成29年６月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金
納　期　限

・全納期一括（８月31日㈭）
・１年一括　（８月31日㈭）
・分割納付の第１期
　　　　　　（８月31日㈭）
問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ
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」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

平
成
18
年
３
月
の
阿
南
市
の
合
併
を
機
に
、

既
存
の
那
賀
川
町
と
羽
ノ
浦
町
の
協
議
会
を

統
合
し
て
新
た
に
発
足
。
市
主
催
の
養
成
講

座
を
受
講
後
に
加
入
で
き
る
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

は
、
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
兼
ね
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
各
世
代
に
合
っ
た

食
育
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
野
菜
摂
取
量

増
加
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
料
理
教

室
や
会
食
、
街
頭
で
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
な
ど
、
取
組
は
多
岐
に
わ
た
る
。
特
に
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
添
え
た
レ

シ
ピ
の
配
布
は
、
家
庭
で
気
軽
に
食
生
活
の

改
善
が
で
き
る
と
地
域
の
方
に
好
評
だ
。

　

活
動
は
主
に
阿
南
・
那
賀
川
・
羽
ノ
浦
の

３
支
部
に
分
か
れ
て
行
い
、
各
支
部
で
特
色

の
あ
る
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
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那
賀
川
支
部
は
、「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会
食
」

を
町
内
３
カ
所
で
月
に
各
１
回
開
催
。
羽
ノ

浦
支
部
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の

弁
当
配
布
や
幼
稚
園
等
で
の
食
育
講
話
に
力

を
注
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
阿
南
支
部
は
成

人
大
学
の
料
理
講
習
会
や
毎
月
「
高
齢
者
食

事
会
」
を
椿
公
民
館
で
実
施
。
そ
の
ほ
か
、

各
支
部
と
も
地
域
密
着
型
の
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
く
し
て
食
育
活
動
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
１
人
の
力
で
は
難
し
く

て
も
、
72
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
人
ひ
と
り

の
力
が
合
わ
さ
れ
ば
、
そ
の
倍
以
上
の
方
に

広
が
り
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、
保
健
セ
ン

タ
ー
管
理
栄
養
士
の
松
田
香
里
さ
ん
は
話
す
。

　

会
長
の
小
野
ち
は
る
さ
ん
（
52
歳
・
羽
ノ

浦
町
）
は
、「
料
理
教
室
な
ど
に
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
感
想
を
い
た
だ
く
た
び
に
、
地
域

の
方
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
。「
健
康
づ
く
り

の
け
ん
引
役
」
と
し
て
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が

取
り
組
む
〝
草
の
根
運
動
〟
が
、
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

阿南市食生活改善推進協議会

たんぽぽ教室で提供する
おやつ作り

男性を対象とした料理教室

「とくしま野菜週間」にあわせて
道の駅で啓発パンフレットを配布

近隣の方のお宅に訪問
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